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国際ロータリー第 2830 地区 

2023-24 年度 ガバナー  

築舘 智大（八戸ロータリークラブ） 

 

 

 
 

再度 地区スローガン 

 

 

 

 

”わきまんどう”と読みます。 

 

「満堂和気生嘉祥」まででひとつの綴りで、 

”どうにみつる わきは かしょうを しょうぜしむ”と、読みます。 

意味は「部屋いっぱいのなごやかな空気が、めでたい兆しをあらわす」だそうです。 

部屋一杯に満ちた和やかな雰囲気が、めでたさを生み出す。また満ちるようにしたいものだ。 

という意味になります。 

私達の地区にも、皆さんのクラブにも、私達の心の中にも、そして世界中に 

そのような和気が満る（みつる）様に本年度１年間、頑張りたいと思っています。 

”CREATE HOPE in the WORLD ” です。 

皆さんのご協力を宜しくお願いします。 
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ガバナー公式訪問 

 

ガバナー公式訪問現在 4 クラブを訪問しました。（7 月 21 日記） 

卓話の持ち時間 30 分。質問になるべく答えるためには、持ち時間 25 分以内と限られています。 

 

 

本来私が皆さんに伝えたい 3 つの事は 

 

① 奉仕のインパクト 

② クラブの変化と元気なクラブ作り 

③ 地域における D・E・I とクラブにおける D・E・I 

 

とても時間が足りません。 

国際協議会出席の報告、ゴードン・マッキナリーRI 会長のテーマと 6 つの重点項目。 

地区としての私のスローガンと、地区としての取り組むべき重点項目。 

これらをお話ししていると、もう時間が来てしまいます。 

私は、ガバナーノミニー、エレクト、そしてガバナ―公式訪問で皆さんとお会いしますが、公式訪問

が一周しましたら又、前述の 3 つの事について、皆さんのところに御邪魔し、卓話をし、意見交換

をしたいと思います。 

11 月以降是非、地区の委員長卓話ともども、私も呼んでいただけるようなクラブのプログラムを作

成していただきたいと思っています。 

呼んで下さ～い。 
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７月４日のむつロータリークラブを最初に築舘ガバナーの公式訪問がスタートしました。 

１０月２７日の六ケ所ロータリークラブまでの４０クラブ、2830 地区内ロータリアンの皆さんと

お会いできるのを楽しみにしています。よろしくお願いします。 

今回の月信では、７月２７日までに訪問した９クラブを写真中心にお伝えします。 

お伝え出来ない写真まだまだありますが、何かの機会にお伝えできればと思っています。 

最後になりますが、例年にはない酷暑の中、汗だくになりながら活躍して頂いた、各クラブのロ

ータくんに心から感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー公式訪問 （7 月 4 日～7 月 27 日） 

◆むつロータリークラブ ７月４日 

 

 

 

 

▲藤野会長（むつロータリークラブ）、 

峯ガバナー補佐 
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◆鯵ヶ沢ロータリークラブ 7 月 13 日 

 

 

 

 

▲クラブ協議会（鯵ヶ沢ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

◆野辺地ロータリークラブ 7 月 18 日 

 

 

 

 

▲クラブ協議会（野辺地ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

▲亀田会長（野辺地ロータリークラブ）、 

峯ガバナー補佐とロータくん 
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◆七戸ロータリークラブ 7 月 20 日 

 

 

 

 

▲公式訪問例会（七戸ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

 

◆鶴田ロータリークラブ 7 月 24 日 

 

 

 

 

▲小関会長、伊藤幹事（鶴田ロータリークラブ）と 

ロータくん 
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◆つがるロータリークラブ 7 月 25 日 

 

 

 

 

▲佐藤会長（つがるロータリークラブ）、ロータくん 

 

 

 

 

 

 

◆金木ロータリークラブ 7 月 25 日 

 

 

 

 

▲クラブ協議会（金木ロータリークラブ） 
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◆五所川原ロータリークラブ 7 月 26 日 

 

 

 

 

▲エンドポリオ号と 

敦賀会長（五所川原ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆五所川原中央ロータリークラブ 7 月 27 日 

 

 

 

 

▲菊池会長（五所川原中央ロータリークラブ）と 

ロータくん 
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RLI 委員会 

委員長 米谷 恵司（青森モーニングロータリークラブ） 

 

 RLI 委員会委員長を 5 年連続で拝命致します青森モーニングロー

タリ―クラブ所属の米谷恵司です。 

 

 RLI(Rotary Leadership Institute)はロータリーリーダーシップ研

究会の略語で、1992 年アメリカ、ニュージャジー州の元 RI 理事デ

ビット・リンネット氏の発案で始められました。そして現在は全世

界 110 ｹ国、約 300 近い地区にロータリーの研究、研修組織とし

て発展しております。また、我が地区は RLI の先進地区となってお

り、山崎パスﾄガバナーは RLI 日本支部ファシリテーター委員会副委員長、源新パスﾄガバナーは

RLI 地区代表ファシリテーターとしてご活躍されており、沢山のご指導をいただいております。 

 RLI の研修は予め決められたテーマのもと皆様で自由に意見を出し合うスタイルで行われます。

そしてディスカッションリーダー（DL）は進行役として質問を投げかけながら参加者の自発的な

考えや意見を引き出していきます。参加者は解答を求めるのではなく、テーマに対する参加者の発

言を聞き、自分自身の解答や方向性を見出す研修になっています。この手法はロータリークラブの

将来展望を考えるにあたり、クラブを牽引するリーダーの育成、そしてクラブの継続性、刷新性、

活性化を図るうえで最も重要な事だと考えます。その為にはロータリアン各自のスキルアップが必

要不可欠です。それを実現する為是非とも RLI を活用して頂きたいと考えております。 

  

活動計画は以下の通りです。 

１．RLI の開催（一泊二日の集中研修） 

２．受講者のレベルに沿ったセッションの実施 

３．ディスカッションリーダーバンクの充実（地区グループのバランスを考慮） 

４．ディスカッションリーダーの資質向上、レベルアップを目指し年数回の研修会の開催 

５．地区認定 DL の増大 

６．グループ毎に RLI 出張講座の開催 

 RLI 委員会は皆様クラブの益々の発展、活性化の為、精一杯お手伝いする所存でございますので、

多数の参加を宜しくお願い申し上げます。 

 ※ディカッションリーダーは今後ファシリテーターに名称変更予定 

 

 

 

新委員長挨拶 
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公共イメージ向上委員会 

委員長 橋本 八右衛門（八戸ロータリークラブ） 

 

今年度の委員長を仰せつかりました橋本と申します。今までも委員

として所属しておりましたが正直消極的であったと思います。それが

突然このような肩書きをいただくこととなりましたので、積極的にが

んばりたいと思っております。 

さて、各クラブはもちろんのこと地区全体としてもロータリークラ

ブは様々な活動をおこなっております。その活動を広く発信、紹介す

ることにより、認識、共感してもらい、ロータリーに対して理解を深

めてもらう事がこの委員会の最大の役割だと考えます。 

 今期は 3 つの活動目標を上げさせていただきました。 

 

① 地区公式キャラクター「ロータくん」 

 

今年度はなんといってもの地区イメージキャラクター「ロータくん」を活用です。

第 2830 地区の存在、活動内容をよい多くの人に PR するためにキャラクターを作

りました。キャラクターデータを使ってのクラブ内外発信文書、SNS 上でのシンボ

ルとしての活用、また着ぐるみも作りましたので、地区大会、様々な主催イベント

はもちろんのこと、日々の各クラブ奉仕活動、交流活動への活用していきます。 

 

② 各クラブのロータリアンへの意識付け活動 

会員増強委員会と協力し各クラブに訪問、卓話などで公共イメージ向上及び会員増強の大切さ、

そしてクラブの強化の必要性などお伝えしていきます。もちろん地区キャラ「ロータくん」の積

極的活用もあわせて促す予定です。 

 

③ 世界ポリオ・デーでの積極的 PR 

ポリオ根絶活動は世界中の人々に最大のインパクトをもたらしているロータリー活動です。昨年

に引き続き地区でも世界ポリオ・デーでのイベントも開催予定とのことですので、「ロータくん」

を活用しながら各委員会と協力し PR 活動をする予定です。 

 

各グループの委員共々頑張って参りますのでご協力お願いいたします。 

 

 

 

2. 新委員長挨拶 新委員長挨拶 
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社会奉仕・職業奉仕委員会 

委員長 岩岡 隆雄（八戸東ロータリークラブ） 

 

｢10 年後の職業奉仕をどのように迎えるか｣ 

 

一言で 10 年先のビジョンと言われても、回答に困ってしまいませ

んか。 

コロナウィルスの世界的なパンデミックや、ウクライナとロシアとの

紛争(戦争)は予想の付かない事であり、すべからく事業に影響をもた

らす事になり皆さんも計画どおりとはならなかったのではないでし

ょうか。 

しかし、事業を継続発展させながら超我の奉仕を目指すためにロータ

リアンの皆様は日々事業経営に取り組まれていると思います。 

 これは、外的な要因であっても決して事業計画は着実にと皆さんも考えておられると思います。 

事業の 10 年先をどんな会社になっているか、それをイメージできることは経営者の最大の仕事

ではないかと考えます。どんな会社になっていたいか、またはどんな会社にしたいか 

10 年間の間に青森県の人口減少は確実に進み 90 万人を切り、生産労働人口は 37 万人となる、と

青森県庁の資料で発表されています。 

一つは、働く社員の確保と、マーケットが縮小して行くことは確実ではないでしょうか？ 

今年小学生が 10 年後に社会人となり、職業人となります。この若い人財を将来の仲間に迎え入れ

る事を考えてみませんか 

また、大学生も学生生活をしながら就職活動に入ります。このときに募集企業が沢山ありながら、

選択に迷ってしまう学生が多いのではないでしょうか。 

2016 年から始まった、青森大学とロータリーとのじょっぱり経済学は経営者が自社の経営を 90

分の講座を持ちます、その内容は経営者のビジョンであり、事業の価値であります。 

企業が存続発展する未来を伝え、魅力ある企業を 15 講座開催しております。 

このような大学と連携していることもロータリーとしてチャンスではないでしょうか 

未来の社員になるチャンスを国際ロータリー2830 地区として取り組みをしております。 

今後は、県南の大学とも調整を図り県内の大学とよりよい関係性をもち地域の大学を応援しながら

地域で人材が活躍出来る環境づくりを皆さんで実践してみませんか 

人材育成には時間がかかります。奉仕活動と企業の発展を両輪で廻る 10 年ビジョンを考えてみま

しょう。 

 

 

 

新委員長挨拶 
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ロータリー財団委員会 

委員長 佐藤 健一（青森ロータリークラブ） 

 

2023‐24 年度のロータリー財団委員会の活動を通じて、 

① 財団活動レベルの低いクラブを訪問し、財団の役割、必要性の理解

を増進し、寄金実績の向上を目指します 

② 全てのクラブにおいて地区補助金事業を実施するよう働きかけま

す 

③ 地区又はクラブにおいてグローバル補助金による事業を実施しま

す 

具体的には、先ず、地区補助金・グローバル補助金による既活動記

録から PR 資料を作成し、これを各クラブにおいて披露し、補助金事

業実施と寄金推進の PR を図ります。また、各クラブ担当者に対する財団セミナー、補助金管理セ

ミナーを 7 月下旬、11 月下旬頃に開催します。事業展開においては、メディア、SNS の活用を促

進します。 

各小委員会（地区補助金委員会、グローバル補助金委員会、資金推進委員会、平和フェローシッ

プ・奨学金・学友委員会、ポリオ対策委員会）は、ガバナー補佐と連携して各委員会事業の推進を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新委員長挨拶 



      

      

      

－12－ 
 

 

地区補助金委員会 

委員長 小田桐 隆夫（むつロータリークラブ） 

 

2830 地区には 40RC があります。今年度 2023-24 の地区補助

金の申請は 33RC で、昨年よりも 5RC 増加しました。理由として、

ガバナ－の公式訪問の時に、ロータリ－財団委員長も同行して、事業の

申請を促した効果がありました。 

しかし 7ＲＣからの申請がありませんでした。 

今年度の特徴として幼児・小・中学生・高校生が対象の事業が 23RC

となっています。内訳は「子供たちと活動する」事業が 10RC となっ

ており、次にスポ－ツ大会開催を 8RC が計画しています。このような

事業は、地域と一緒に活動するので「公共イメ－ジの向上」にも繋がり

「社会奉仕」として地域に多大な効果があるのではないでしょうか。 

報道として TV や新聞等にも取り上げてもらえれば、ロータリ－クラブの広報にも繋がりますの

で各クラブの行動力に期待します。 

 

6 月 今年度新プロジェクト計画書一括申請（東京事務所） 

   全てのプロジェクトが承認された後に各 RC へ送金 

7 月 前年度プロジェクトの報告書一括申請（東京事務所） 

7 月 財団セミナ－（前年度の活動報告と 23-24 年度の計画案の発表） 

12 月 財団セミナ－（2024-25 地区補助金の申請説明） 

来年 3 月 次年度プロジェクト（2024-25 地区補助金締切り） 

来年 5 月 次年度プロジェクト（2024-25 地区補助金審査）決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新委員長挨拶 
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グローバル補助金委員会 

委員長 川﨑 益美（八戸北ロータリークラブ） 

 

グローバル補助金は、実施国提唱者と援助国提唱者の信頼関係のも

とに、ロータリー活動の重点分野に該当し、大規模（３万米ドル以上）

で持続可能かつ測定可能な成果をもたらすことが求められます。 

提唱者は、それぞれクラブまたは地区になります。そして補助金プ

ロジェクトの提唱者は海外のクラブや地区と協力して取り組まなけれ

ばなりません。 

ロータリー活動の 7 つの重点分野は下記になります。 

① 基本的教育と識字率向上 

② 地域社会の経済発展 

③ 疾病予防と治療 

④ 母子の健康 

⑤ 平和構築と紛争予防 

⑥ 水と衛生 

⑦ 環境 

 

 ２０１２年～２０１３年度から始まりましたグローバル補助金事業ですが、２８３０地区では、

タイの３３３０地区との地区どうしでの信頼関係のもとにタイへの援助国として活用してまいりま

した。これまでの補助金活用プロジェクトは、主にタイ南部地方の水質があまり良くない地域での

学校等への浄水器設置事業でした。 

 コロナ禍の影響もあり、過去３年間はタイの病院への医療器具等の支援もしてまいりました。ま

た、昨年はウクライナへの仮設住宅の支援を日本国内１４地区と共同で実施いたしました。さらに

は、セルビア・ベオグラードの小学校にｍBot を寄贈するプロジェクトにも協賛いたしました。 

 国際的なコロナ禍の緩和とタイ３３３０地区の地区大会参加の招待もあり、２０２３年３月１５

日～２０日の日程にて、タイの現地を訪問してグローバル補助金の活用状況を確認してまいりまし

た。 

 これらを踏まえて、今年度は地区内各クラブにグローバル補助金活用の実態を現地で確認した写

真などを活用し広報して、啓蒙活動に取り組んでまいります。 

また、これまで１０年にわたり取り組んでまいりましたタイとの信頼関係を軸に、さらに可能な

限り支援をして「世界で良いことをしよう」というロータリーの目的に沿った活動をしてまいりま

す。 

 １年間、宜しくお願い致します。 

 

新委員長挨拶 
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資金推進委員会 

委員長 小林 俊一（青森ロータリークラブ） 

 

昨年に引き続き資金推進委員長を仰せつかりました青森ロータリ

ークラブの小林俊一です。 

おかげさまで昨年度は寄付ゼロクラブ防止を達成することが出来ま

した。ご協力ご支援いただきました皆様に紙面をお借りし御礼申し

上げます。 

資金推進委員会は年次基金寄付とポリオ寄付金に関する委員会で

す、会員皆様にお願いする寄付金はそれぞれ 150 ドル、30 ドルと

なっております。 

そして例年大事な取組として「寄付ゼロをゼロクラブにする」という目標です。ロータリー日本財

団でもゼロクラブ防止を主要な取り組みの一つとして取り上げており、当地区が取り残されないよ

う築舘年度もお願いし推進してゆく 1 年となります。 

もう一つ取り組む大事なお願いはロータリーカードの利用です。 

会員個人並びにクラブ経費、特に人頭分担金のロータリーカード利用による支払いでポリオプラス

への寄付を増加させるということです。カード利用額 0.3％の寄付金は毎日のお支払いが奉仕とな

る地道ではありますが確実に積み上がる寄付金となります、どうぞご理解と協力をお願いいたしま

す。 

以上本年もお願い中心となりますがよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新委員長挨拶 
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平和フェローシップ・奨学金・学友委員会 

委員長 工藤 真人（青森ロータリークラブ） 

 

平和フェローシップについては、毎年、ロータリー平和センター

提携大学で学ぶ最高 130 名のフェローが世界中から選ばれ、ロー

タリーからフェローシップ（全額支給の奨学金）が授与されます。フ

ェローシップには、授業料・入学金の全額、滞在費（宿舎・食費）、

往復航空券、インターンシップと実地研修の費用が含まれます。

2002 年に創設されて以来、ロータリー平和センターは 1,400 人

以上のフェローを輩出してきました。これらのフェローは現在、115

カ国以上で活躍し、政府、NGO、軍、教育、法執行機関のほか、国

連や世界銀行といった国際機関でリーダーシップを発揮しています

が、提携大学院が日本は国際基督教大学その他は海外の４大学に限定されるなど選考条件も厳しい

奨学制度です。 

グローバル補助金奨学金は、 4 年制大学を修了した方（または見込みの方）を対象に、ロータリ

ーの重点分野(・ 平和構築と紛争予防 ・ 疾病予防と治療 ・ 水と衛生 ・ 母子の健康 ・ 基本的

教育と識字率向上 ・ 地域社会の経済発展)で活動する 未来のリーダーを育成するためのもので

す。海外に留学を希望する、4 年制大学を 2 年以上修了した方（または見込みの方）を対象に、

ロータリー財団の奨学金を提供し、支援しています。本年は、アメリカのロズウェル癌研究所でむ

つ総合病院の千田ドクターが研究に励んでいます。 

地区補助金奨学金は、高校 3 年生卒業予定者を募集して、大学へ入った際に奨学金を支給する制度

です。 

平和フェローシップ奨学生、グローバル補助金奨学生、地区補助金奨学生とも今年度も募集いたし

ます。 

次年度は、これらの奨学金の募集要項などのチラシを作成し理解を深めてもらおうと考えておりま

す。 

また、学友の活躍の報告や連絡網の確立に努力します。 

会員の皆様のご協力を宜しくお願い致します。 

 

新委員長挨拶 
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ポリオプラス委員会 

委員長 森内 忠良（青森ロータリークラブ） 

 

 築舘年度は、田中年度の引き継ぎ案件と共に下記の三案を実施す

る。 

① ポリオ活動出前授業 

② ポリオ活動 T シャツ購入のお願い 

③ パキスタンポリオ投与活動 

 

① 新世代へポリオプラス活動の意義を周知するために、動画を制作

し、それを使用しながら各グループ委員がインターアクトが在籍

する高校に出前授業をする計画である。 

成田ポリオプラス委員が第 2670 地区の前田氏（EPNC）が制作された動画を基に制作中であ

る。また出前授業を行うことによって、インターアクトのみでなく、若い人へのポリオプラス活

動への興味と参加を呼び込み、活動を広げる。 

 

② ポリオプラス活動用のユニフォームとして T シャツを作成が完了した。身につけることによっ

て、連帯意識を高め、楽しく活動ができ、他のイベントでも着用できる。デザインは国際標準ポ

リオプラスカラーの黄色をベースに、青森モーニング RC のデザイナー須藤氏が作成した。田中

ガバナー年度と築舘年度のポリオプラス予算を使用し、補助された 1 枚 1500 円の T シャツが

少数ではあるがはまだ在庫がある。在庫がなくなり次第、2500 円の T シャツを販売予定であ

る。10 月 22 日の地区大会には T シャツを着用し、世界ポリオデー（10 月 24 日）を広める

ためのウォークラリーを予定している。 

 

③ ポリオ常在国は、パキスタン・アフガニスタンの紛争や宗教上の問題で接種が行き届きにくいの

が現状である。したがってウエストジョーダン RC 永田雄治氏の協力を得ながら、2023 年のパ

キスタンポリオワクチン投与活動を行った。パキスタンポリオプラス委員長アジズ氏、アリ氏に

今後も協力していただき、安全に投与活動を広める。今年度の第 2830 地区投与活動の予定は、

2023 年 12 月 2 日（土）発、12 月 6 日（水）帰国予定である。 

 

現在もロータリーの最優先事項であるポリオ根絶活動は、様々な組織、世界保健機関（WHO）や

ユニセフ、米国疾病対策センター（CDC）、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団などと協力し、世界ポリオ

根絶推進活動（GPEI）を発足させた。 

 ロータリークラブが様々な組織を動かす「てこ」であり続けるために、我々の活動意義を改めて

会員の皆さまと共有していきたい。 

新委員長挨拶 
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国際奉仕委員会 

委員長 白山 春男（十和田東ロータリークラブ） 

 

田中年度に引き続き築舘年度も国際奉仕委員長を拝命いたしました、

十和田東の白山でございます。 

今年度事業は、長年ポリオ投与でお世話になりましたインドからの要

請で、教育的プログラムに寄付の要請があり、築舘ガバナーの許可を頂

いて実施したいと思います。この他に国際奉仕に関する協力を極力した

いと思います。今後とも、我々はロータリアンとして国際奉仕の理念で

ある国際交流、国際理解、平和のための活動をこれからも展開していく

ことをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新委員長挨拶 
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インターアクト委員会 

委員長 松山 隆志（野辺地ロータリークラブ） 

 

前年度に引き続きインターアクト委員会を担当させて頂く松山隆志

です。よろしくお願い致します。 

例年、インターアクト委員会の活動の大きな柱は 

①インターアクト年次大会を開催する ②インターアクトの翼を実施

する ③ガバナー表彰の実施の 3 つです。 

現在地区内には 21 のインターアクトクラブが組織されていますが、

多くのクラブがコロナ禍の影響によりここ何年か思い通りの活動がで

きない状態が続いているとのこと。そろそろ以前の状態に近づけ活発

な奉仕活動を実現していただくよう委員会としてそのサポートのために鋭意努力していきたいと思

います。 

 

①インターアクト年次大会 

地区内 21 校に組織されたインターアクトクラブのメンバーが一堂に会し、その活動についての情

報を報告し合うとともに、寝食も含め共働することによって友情と親睦を深めることを目的としま

す。例年、ホスト校と提唱クラブの協力により特色のある大会を盛大に開催しています。今年度は

「開催実現」にむけて関係各位と調整中です。 

 

②インターアクトの翼 

高校の冬休み期間を使いインターアクターを海外へ派遣。現地の家庭にホームステイしながら短期

間ではありますが異郷での生活を体験、現地高校生との交流によって、その後の人生への糧として

もらう大変有意義な企画です。前年度は、台湾の現地ロータリークラブの多大なる協力により実現。

温かく迎入れして頂き、大きな成果をあげています。出発前の不安と期待でおどおどしていた参加

者が帰りの飛行機の中では堂々とした顔つきになっているのを目の当たりにすると、是非継続して

いきたいと思える事業です。 

今年度は前年度交流先のクラブから「来訪」の意向もあり、相互交流の観点から受け入れの方向で

調整中です。いずれにしても関係方面と広く協議の上、継続実施する方向で調整を重ねていきたい

と思います。 

 

③ガバナー表彰の実施 

インターアクターの在学中の積極的な奉仕活動に対して卒業時に顕彰を行います。 

 

 

新委員長挨拶 
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定例の委員会活動として上記３つを継続実施しますが、今年度は築舘ガバナーの指示により次の活

動も実施して参ります。 

 

 

④「ポリオ活動」「Rotary クラブ紹介」出前授業の実施 

インターアクトクラブのある高校に出向き、標記テーマに関する出前講座を実施します。ＲＩが取

り組む「ポリオ撲滅運動」を高校生に紹介、若年層のポリオについての認知度向上によりその活動

をより活発化させその撲滅実現に寄与することと、ロータリークラブの活動内容等をＰＲすること

により「Rotary クラブ」に興味・親しみを持っていただき、共に奉仕活動を実践する親しみを持っ

てもらう事を目的とします。 

 

今年度はさらに各提唱クラブに対し「各校インターアクトクラブへの指導をより推進すること」を

お願いしたいと思います。各クラブ毎、それぞれの方法でインターアクトクラブへの関与を進めて

いるとは思いますが、コロナ禍の中、ここ数年奉仕活動等の内容、実施方法等について方向性を見

いだせずにいるインターアクトクラブも多いものと推察します。一歩踏み込んだ関与によりその一

助になれれば、より効果的な活動を実行することができるものと考えます。各提唱クラブのインタ

ーアクト担当の方は、無理のない程度積極的に学校へ足を運び、高校生達と「話」をしてみません

か。 

 

以上、今年度は、アフターコロナを見据え、飛躍の年度となるよう進めていきたいと思います。 

すべてはインターアクターのために．．．。 
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ローターアクト委員会 

委員長 柴田 文彦（むつ中央ロータリークラブ） 

 

今年度ローターアクト委員長を拝命いたしましたむつ中央ロータ

リークラブの柴田文彦です。国際ロータリーではローターアクトの

大改革が行われ、その対応と活性化へと２年前から委員長を受けさ

せてもらっていましたが、コロナ禍において第２８３０地区では残

念ながら衰退化してしまいました。当地区のローターアクトクラブ

は、青森保健大学、青森大学、弘前、八戸、五所川原、むつの６ク

ラブです。完全に休部状態のクラブもあります。各クラブが活発な

活動をしていただくにはどのようにしたら良いのでしょうか？ 

私にできることは、まず各クラブのスポンサークラブに働きけることからはじめようと思ってい

ます。同時にこの状況を会員皆さんに認識してもらいスポンサークラブでないクラブも存続の危機

感を感じ、ローターアクトクラブへ働きかけてもらうようにお願いしようと思っています。 

現在の若者たちに耳を傾けると何かボランティアをしたい気持ちが伝わってきます。しかしなが

らその受け皿になれていないことは悲しいことではないでしょうか。どうか各クラブでは奉仕活動

時にローターアクトクラブの参加要請をお願いします。 

委員会としては、委員と連携して各クラブの活発化を働きかけて、全体のローターアクトクラブ

の委員会、委員長、年次大会の構築を目指します。 

＜実施予定＞ 

・スポンサークラブを通して各クラブの実態調査 

・地区ローターアクト委員会設立 

・地区ローターアクト年次大会の実施 

＜改定された点＞ 

・スポンサークラブとの関係：クラブの組織、運営、資金管理等を自ら決定実施することができ

る。 

・３０歳までの年齢制限撤廃 

・登録料 ８ドル（学生５ドル）スポンサークラブを通さず自ら登録をする。 

 

 

 

 

 

  

 

2. 新委員長挨拶 新委員長挨拶 
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RYLA 委員会 

委員長 三浦 基（青森ロータリークラブ） 

2023-24RYLA 委員長を務めさせていただきます青森ロータリー

クラブの三浦と申します。1 年間よろしくお願いいたします。 

ＲＹＬＡ
ラ イ ラ

とは「Ｒ」otary
ロータリー

「Ｙ」outh
ユ ー ス

「Ｌ」edership
リ ー ダ シ ッ プ

「Ａ」ward
アワード

の略

称であり、青少年（18～30 歳くらいまで）に学びの機会を提供し、そ

の学びについて話し合い、話し合った結果を発表し、それを講評し表彰

することでリーダーの素養を醸成するプログラムです。 

2022-23 年度では 2023 年 6 月 3 日・4 日に青森公立大学内国際

交流ハウスにて実施し、日本銀行支店長 武藤一郎氏（青森 RC）・秀寿

司代表 桑田秀美氏（青森 RC）両名に講師を務めていただき青少年 11

名・ロータリアン 24 名の参加をいただき開催いたしました。 

以下、参加いただいた青少年の感想文より 

1. 講義の内容だけでなく、他のロータリアンとの会話で、多く学び、まだ大学生の私にとって、 

本当に成長させました。 

2. 自分の考え方やものの見方を広げられました。これからも異文化コミュニケーションを通じて

自分をもっと成長させたいと考えるようになりました。 

3. RYLA では様々なバックグラウンドや文化を持つ青年たちと交流する機会がありました。他の

参加者との議論やグループ活動を通じて、異なる視点やアイデアに触れることができました。

この多様性は、私にとって非常に刺激的であり、自分の限られた視野を超えることができたと

感じました。 

4. 今回の育成プログラムを経験したことを踏まえて、周りの事を考え、自分がどういった立ち振

る舞いを求められているのか、周りの為に何が出来るかを考えて行動していきたいと思います。 

5. RYLA を通して、ロータリーの方々から勉強になる話を聞けて勉強になったとともに、米山奨

学生の皆さんからパワーをもらえた 2 日間でした。またお会いした機会にお互いが成長した姿

でまたいろいろな話をすることができたらと思っています。 

 

私ども RYLA 委員会は参加した青少年にとって有意義なプログラムを全員で考え実践いたします。

参加できる青少年は学生・社会人を問わず地区内いずれかの RC より推薦を受けることができる人

です。皆様の会社や取引先の新社会人をどしどし推薦していただければ幸いです。 

 

今年度の実施予定日は 2024 年 6 月 8 日・9 日の 1 泊 2 日です。場所等詳細決まりましたら地区

事務所を通して各クラブに参加青少年推薦のお願いをいたしますのでご推薦よろしくお願いいたし

ます。ローテックス・米山記念奨学生・ローターアクターのご参加も当然大歓迎です。 

 

新委員長挨拶 



      

      

      

－22－ 
 

 

米山記念奨学委員会 

委員長 野坂 幸子（野辺地ロータリークラブ） 

 

1. 米山への寄付は国際奉仕 

ロータリー米山記念奨学事業は日本のロータリーの創始者故・米山

梅吉氏の生前の功績を讃え、外国から優秀な学生を日本に招き勉学を

支援する奨学金事業でした。 

その背景には、二度と戦争の悲劇を繰り返さないために、平和日本

を世界に伝え、国際親善と世界平和に寄与したいという強い願いがあ

りました。 

 

 

2. 第 2830 地区情報 

〇 2023 年度は 12 名の奨学生をお世話します。 

北里大学、八戸学院大学 

〇 今年度は、特別寄付一人目標額を２万円以上 普通寄付 3 千円以上  

〇 米山学友会を再開しました。  

8 月 4 日・5 日・6 日  学友世界大会「再会 in 関東」つくば市へ 6 名参加します 

〇 主な行事  10 月 米山月間 12 月 面接  3 月 修了式 4 月 新奨学生・カウンセ

ラーオリエンテーション 5 月 卓話講習会 6 月 卓話訪問開始 

今、卓話訪問の調整をしています、引き続き申し込みお待ちしています。又、面接の準備に取り掛か

っています。地区委員の皆様と奨学生が楽しく活動して参りますので会員の皆様のご支援・ご協力

をお願い致します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

来月（9 月）号でも引き続き、 

 

新委員長さんをご紹介します！ 
 

 

 

新委員長挨拶 新委員長挨拶 
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5 月 27 日～31 日に開催された国際大会 

メルボルン大会の様子を「ガバナー月信 2023 年 6 月号」

の続編として写真を中心にお伝えいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年ロータリー国際大会（メルボルン）参加報告 

▲「友愛の家」展示場にて ▲本会議場にて 

▲メルボルン 

「フリンダースストレート駅」 

一日 25万人が利用するターミナル駅です。 

ライトアップが綺麗です。 

 

▲国際大会本会議の様子 2830 地区のメンバーは、ステージ右側最上段の席での参加となりました。 
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▲「友愛の家」にて 

  アフリカのブースにて、女性の自立を 

援助するプロジェクトのシャツを購入し、 

笑顔の築舘エレクト。 

 

▲地区ナイトにて田中ガバナーご挨拶 

 ※今回は、2580地区(東京都北部と沖縄県で 

構成)の皆さんと合同での開催となりました 

 

 

▲地区ナイトにて（右から嶋村 2580 地区ガバナー、 

柴田地区大会副実行委員長、田中ガバナー） 

☆柴田幹事お疲れさまでした。 

 

 

▲メルボルン観光 フィリップ島ペンギンパレード 

 ※ペンギン保護のため、ペンギンを撮影することが 

ＮＧでした。 

会場入口での写真（成田 PG と築舘エレクト） 

 

 

2023 年ロータリー国際大会（メルボルン）参加報告 



      

      

      

－25－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲シドニー観光①  

ハーバーブリッジ側から観たオペラハウス 

今回はメルボルンへの直行便がなく、シドニー 

経由での大会となりましたが、おかげさまで 

シドニー観光も出来ました。 

 

 

 

▲シドニー観光② シドニータワーからの日没風景 

 

 

 

 

▲シドニー観光③ 昼食（1 人前） 

 オーストラリアの食事は、日本人には少し多めです。 

フライドポテトがつきます。 

 

 

2024 年国際大会はシンガポールでの開催となります。（2024 年 5 月 25 日～29 日開催） 

多くの皆さんの参加をお待ちしています。  

 

 

2023 年ロータリー国際大会（メルボルン）参加報告 
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